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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：　「喜び」
お名前：田口　陛弥　　

(下記より本文をご記入ください)
まず始めに、私は一世で高校を卒業して上京するまでは原理を知らずに生きてきました。
原理を学び実践して11年というまだまだ若輩者ではありますが、私の考えが少しでも助けになればと思ってお話しさせて頂きます。
今回のテーマである「喜び」それを感じられる状態とはなにかと考えたときに「幸福であること」だと私は考えます。「不幸」であるとき「喜び」を感じることはできないでしょう。
では「幸福である」にはどうしたら良いかと考えるわけですが、私は一つ確信していることがあります。それは「他人を幸福にできる人」こそが「もっとも幸福になれる」ということです。これは間違いありません。
つまり「他人を幸福にできる」ようになれば、おのずと「喜び」にあふれるということです。
では「幸福」とは何か？となりますよね。「幸福なんて人それぞれじゃないか」と思ったりするわけですが、誰もが感じる「普遍的な幸福」というものは存在するものです。そしてそれを良く教えてくれるのが自分自身です。自分ならこういうことをしてもらったら嬉しいなとか過去にこんなことしてもらって嬉しかったなど、自分こそが一番の教科書となっているんです。
しかし、「いざ何をされたら嬉しいか」と聞かれると意外とわからなかったりするんです。ここが難しいんです。自分でも自分のことをよくわかっていない、「自己分析ができていないこと」が一番の問題なんだと私は考えます。
この問題さえ解決することができれば人に幸福を与え、喜び溢れる希望的な日々を送ることができるようになります。
ではこの問題を解決するにはどうしたら良いか、単刀直入に申し上げます。「原理」を学んでください。
2世の子たちでも「しっかりと原理を学んだことがない」と言う人が意外にいるんだということを知りました。そんな子たちから相談を受ける機会がありますが、聞けば聞くほど最終的に「原理を学んだら良い」と言う結論に至るんです。
原理は神様を教えています。
そして神様は私のことをよく知っているので、神様を知れば自分のこともよくわかります。
自分が何をしてもらったら嬉しいか、それは原理を学べばわかるんです。
また、自分の個性を活すことで相手を喜ばせることができたのなら、より大きな幸福を感じられるのですが、原理を学べば自身の個性をも発見することができます。
そして、私が最も原理によって救われた内容があります。それは自分で自分を許せるようになったこと、自分自身を肯定することができるようになったのです。
歌の歌詞なんか聞いたことないでしょうか。自分を愛することができなければ、他人を愛することができない。自分を許せなければ、他人も許せない。
私は原理によって、もっと言えば、その先にいる神様によってこの意味を実感することとなりました。
皆さん、胸に手を当てて考えてみてください。愛してもらったとき受け入れてもらったとき、幸福を喜びを感じるんじゃありませんか？
そして皆さんはどうでしょうか自分で自分のことを許せていますか？自分で自分のことを愛せていますか？それができないと、どうやら人を愛すること、許すことができないようです。
先だって私は祝福を受けさせていただきました。相対というのは「どこまでも愛することを許された」存在です。自身の全身全霊をかけて幸福にすることが許された唯一の存在です。これがどれだけありがたいことでしょうか、この私によって「相手が幸福になる姿」それを見ることで、私自身もすごく喜びを感じるんです。おかげさまで喜びに満ちた幸福な日々を過ごさせてもらっています。
最後にもう一度、幸福になれる人は他人を幸福にできる人です。そして「他人を幸福にできる自分」になるためのツールが原理です。
この話を聞いたことで原理を「前向きに学ぼう」と思う人が少しでもいてくれることを願ってスピーチを終えたいと思います。
ご清聴ありがとうございました。
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